
「我らのインディアンコーン」   

－トウモロコシはいかにしてアメリカの穀物になったが  

佐藤 恵一（筑波大学非常勤諦師）   

はじめに－トウモロコシ2を領有する  

1620年の入植直後から独立前夜に至るまで、英領北米植民地は 一群のトウモロコシ言説  

を生み出した。その起源は、1492年Il月6日、クリストーパル・コロン（ChristobalColon）  

が、キューバの内陸探索から戻った2人のキリスト教徒から受けた、次のような報告にま  
？てノン  

で遡る－「土地は非常に豊かで良く耕されており、例のニアメスや、豆や、筏が国の  

ファー・バ／ ものとは非常に異なるそら豆がつくられていた。あのとうも‾ろこしコもあった」ヰ。スペイ  
ン語の「パニ ソ」は、「キビ属の雉草」を意味し、これは英語の“panicgrass”に相当する。  

しかし、訳文に示されているとおり、ここでコロンが言及しているのは、パニソではなく  

トウモロコシである。同じ日の同じ出来事を記したラス・カサス（LasCasas）の報告には、  

こうある－「土地の肥沃さについては、2人の使者はその素晴らしさを語りt中略］そら豆  

に似た豆類と、インディオがマイースと呼んでいる穀類、すなわちキビは、たくさん目に  

ついた」5。コロンが類推から「パニソ」と呼び、またラス・カサスの報告においては「マ  

イース」と呼ばれている植物こそが、今日我々の知るトウモロコシに他ならない。   

先住民の用いる呼称“mahiz”は、早晩スペイン語に取り込まれ、それが“maize”という  

綴りに姿を変えて英語にも取り込まれてゆく。『オックスフォード英語辞典』によると、  

－‘maize”が英語で用いられるようになるのは1585年のことである。1621年にいたると、  

英語は“maize，，に“Indian corn”という別称を与え、その領有権を強く主張し始める。そ  

れは、ビルダリム・ファーザーズがプリマス植民を開始した1年後のことである。急場し  

のぎの食物として重宝されたインディアンコーンは、植民者の体内に取り込まれると同時  

に、英語という言語体系の内部にも取り込まれてゆく。”mahiz”が、“maize，，に姿を変え、  

さらに“Indiancornn として英語化してゆく過程は、イングランドが新大陸に進出してゆく  

過程と完全に重なっているのである。   

コロンの使者による「発見」から300年余を経た19世紀初頭に、アメリカ合衆国で刊  

行されたノア・ウェブスター（Noah Webster）の『アメリカ語辞刺は、“COm”を次のよ  

うに定義している6。  

イギリスにおいてcornは仙一般的に小麦、ライ麦、オート麦、大麦を指す。合衆国に  

おいてもこの語はイギリスと同様に一般的な意味も有するものの、習慣ではもっぱら   

トウモロコシを指す（bycustom，itisappropriatedtomaiz［sic］）。  
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この定義は、独立後のアメリカにおいて、穀物（com）とトウモロコシ（majze）との問  

に、ある種の捷喩的な関係が成立していることを示唆している。換言するなら、アングロ．  

アメリカのトウモロコシに対する領有権は、19世紀の初頭においてすでに確固たるものと  

なっているのである。  

19世紀初頭に至るまで、アングロ・アメリカのトウモロコシに対する領有権は、2度確  

立される。いや、より正確には、それはいったん確立された後に更新されるといったほう  

がよい。最初の領有権を支えるのはウイリアム・ブラッドフォー ド（William Bradfbrd）、  

ジョン・ウインスロツプ（JohnWinthrop）、ジョン・ウインスロツプ・ジュニア（JolmWinthrop，  

Jr．）、コットン・マザー（CottonMather）らであり、その更新に先鞭をつけるのはベンジャ  

ミン・フランク1）ン（Be再aminFranklin）である。これまで論じられたことはなかったが、  

フランクリンは、印紙税法を巡るイギリス本国と北米植民地の論争のさなかで、トウモロ  

コシが「アメリカの穀物」として出来する言説的枠組を、彼にしか想像のつかないような  

やり方で、準備したのであった。   

入植直後から独立前夜に至るまで、物心両面から〈アメリカ〉の存立を助けたトウモロ  

コシを、フランクリンはどのような手口で「アメリカの穀物」に仕立て上げたのだろうか。  

本論考は、イギリスの北米入植以降に生産されたⅦ一連のトウモロコシ言説に着目しながら、  

トウモロコシに対するアメリカの領有権が確立されるに至るダイナミズムを検証し、新大  

陸原生の穀物がくアメリカ〉そのものとして立ち上がるひとつの瞬間を捉えようとする試  

みである。   

1．「我らのインディアンコーン」  

イギリスから北米に植民した人々は、植民当初、自ら「インディアンコーン」と名づけ  

た穀物を重宝した。プリマス植民地を率いたウイリアム・ブラッドフォードの記録による  

と、植民者たちは、移民後に本国から持ち込んだ穀物の栽培を試みたものの、それらは十  

分な食糧を提供するまでには生育せず、植民後壕初の冬が終わると原住民からトウモロコ  

シの耕作法を学んだとされている7。また、i630年にマサチューセッツに移住したピュー  

リタンたちは、移民直後から1634年までの間に原住民から2度、合計600ブッシェル8も  

のトウモロコシを購入している9。この血団を率いたジョン・ウインスロップは、英語で  

“Indiancom，，という語句を最も早い時期に使用したひとりでもあるが、彼のF日記』のな  

かには、ボストンに隣接する区域に住むインディアンの酋長チカタポット（Chikatabot）か  

ら、「大樽l杯分のインディアンコーン」を上納品として受け取ったことも記録されている  

10。彼はまた、1630年に、これからアメリカに渡る妻にあてた手掛こ次のように記した11。  

私たちはここで楽園にいます。牛肉や羊肉には事欠きますが、（ありがたいことに）そ   

れらは必要ではないのです。我らのインディアンコーン（ourIndiancom）がすべての  
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要求に応えてくれるのですから。  

「我らのインディアンコーン（ourIndiancom）」。妻の移住を促すためにウインスロツプ  

が発したこのひとことは、当時の植民者にとってトウモロコシが食料として貴重であった  

ことを裏付ける。トウモロコシがあれば新大陸への移民に村する不安と、移住後の空腹と  

が、ひとところに解消される岬彼らのトウモロコシに対する占有欲はこの一点に根ざす。   

これまでしばしば指摘されてきたように、原住民から何らかの形でトウモロコシの施し  

を得ない限り、英領植民地は移民後最初の冬を乗り切ることは出来なかったであろうⅠ2。  

この意味において、今日のアメリカ合衆国は、トウモロコシなくしては存立し得なかった、  

と言っても過言ではない。スペイン人によって当初「マイース」と呼ばれた穀物は、後に  

イギリス人によって「インディアンコーン」という別称を与えられ、さらにそこに「我ら  

の」という限定詞が付加されながら、アングロ・アメリカを胚胎し、その体内に吸収され  

てゆく。   

本国の内乱を経て北米植民地が一定の安定をみる1660年以降、ニューイングランドの  

トウモロコシに対する依存度は上昇するⅠ3。トウモロコシに対する自然誌的な興味が現れ  

るのもこの時期のことである。1678年、ロンドン王立協会の横閑話『フィロソフィカル・  

トランザクションズ』（P刷0叩血七βJⅣd〃ぶαC血〃ぶげ血尺叩dJ∫ocゆ吋’⊥0〃血〃）は「ウインス  

ロツプ氏から寄せられた、トウモロコシの種類、耕作、用途について」と遺する記事を掲  

載するlヰ。この「ウインスロツプ氏」とは、先に触れたマサチューセッツ植民地の指導者  

ジョン・ウインスロツプではなく、その長男であるジョン・ウインスロツプ・ジュニア（John  

Winthrop，Jr．）15をさす。ニューイングランド植民地最初の王立協会員としても知られるウ  

インスロツプ・ジュニアは、1661年9月から63年3月まで、当時総督を務めていたコネ  

チカット植民地の特許状を更新するためにロンドンに滞在していた。1662年12月17日、  

王立協会の会合に赴いた彼は、数種のトウモロコシの実物とその穀粒を協会の面々に披露  

し16、また、その2週間後の同年12月31日に開催された会合では、ニューイングランド  

で栽培されているトウモロコシに関する報告を読み上げている。それは、トウモロコシの  

穂の形状、背丈、耕作の時期及び方法、トウモロコシを原材料にしたパンおよびビールの  

作りかたなどに関して具体的に述べられたものであり17、その原稿は協会の『登記簿』  

（物血r助0た）に登録された柑。協会内部の混乱によりその出版こそ大幅に遅れたものの、  
ラス 

英語でもっとも早い時期にトウモロコシの官媒謝を書き残したのは、トウモロコシを  
「我らの」穀物と宣言したマサチューセッツ植民地初代総督の息子であった。   

ウインスロツプの記事は、自然誌によるトウモロコシの囲い込みに先鞭をつけ、以後の  

トウモロコシ言説に一定の方向性を与えることになる19。父が「我らのインディアンコー  

ン」という聞こえの良いフレーズを用いたのとは対照的に、息子はトウモロコシに対して  

観察に基づく分析的なアプローチを展開した。そうすることで、静かに、しかし、確かに、  

新大陸原生の穀物は「我らの物」になってゆく。  
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ほ世紀に至り、こうした自然誌的アプローチを継承するのは、コットン・マザーである。  

彼の代表作『クリスチャン・フィロソファー』の第26エッセイ「植物について」（“ofthe  

Ⅶ紳ables”）では、トウモロコシの粒の色が他の粒に伝染する、今日では交雑と呼ばれる  

現象が報告されているが、見逃せないのはそこに「我らのインディアンコーン（ourIndian  

Com）」というフレーズが紛れ込んでいることである。  

私の隣人は、畑にu一列の盛り土をこしらえて、そこに我らのインディアンコーンを植  

えた。ただしそこには、赤や青の穀粒のものを植え、畑の残りの部分にはもっとも一   

般的な色である黄色の穀粒のものを植えた。この列のトウモロコシは、風上の側に向   

かって隣接する4列目までのトウモロコシ全てと、5列目のトウモロコシのある部分、   

そして僅かではあるが6列目のトウモロコシにも、影響を与えた。それらの列の穀粒  

の色は、盛り土をしたところに植えた穀粒の色と似たようなものになったのである。  

しかし風下の側では、7列日あるいは8列目にまでそのような色の変化がみられ、よ  

り微′トな影響はさらに遠くの列にもおよんだ。20  

交雑に関する報告は、その3年彼の1724年に刊行された『フィロソフィカル・トランザ  

クションズ』の第27巻にも収められているが、そこにもやはり「我らのインディアンコー  

ン」というフレーズが出現する。著者であるマサチューセッツの法律家および政治家で、  

マサチューセッツ最高裁判所（SuperiorCourtofMassachusetts）の判事も勤めたポール・ダ  

ドレー（PaulDudley）はその記事を、「我らのインディアンコーンは、この上なく実りの良  

い穀物である」と書き始め、「インディアンコーンといえば、ぜひとも注意を促したいのは、  

その穀物が発育する際の驚くべき現象について、つまりは、穀物を植えた後における、色  

の交換および混合についてである」ヱ1と続けている。そしてその直後には、マザーの事例  

と煩似した観察が記録されている。   

自然誌的な事例報告と同居する「我らのインディアンコーン」という言い回しは、英領  

北米植民地人がトウモロコシについて語るときの禽義蓑虫となっていた。はじめて英語で  

剛－られてから約100年の聞に、北米植民地居住者にとってのトウモロコシの意義は、食  

糧から自然誌的観察の対象へと変遷する。しかしそのなかで、「我らのインディアンコーン」  

という聞こえの良い呼称だけは形を変えないまま保持される。ならばこのフレーズは、こ  

の時点におけるトウモロコシ言説の指向性を代弁しているのではないか。元来はマイース  

と呼ばれていた穀物をインディアンコーンと呼びなおし、さらにそこに「我ら」を冠した  

表現が継続的に用いられたことは、アングロ・アメリカのトウモロコシに対する強力な、  

そして持続的な占有欲を表明しているはずである。   

トウモロコシをめぐる言説は、「我らのインディアンコーン」という宣言を軸として、ひ  

とつの閉じられた空間を形成していた。そしてそこでは、本来なら観察に基づいて書かれ  

るはずのトウモロコシをめぐる自然誌的な記述が、観察なしのまま再生産されてゆく。ニ  
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こでその例をみておこう。既に触れた『フィロソフィカル・トランザクションズ』に掲載  

されたウインスロップ・ジュニアの記事は次のように始まる。  

TheCom，uSedinNewEnglandbefbrethe EngLishPlanted there，iscal1ed，bythe  

Natives，Weachin，knownbythenameofMatjs［sic］insomeSouthernpartsofArnerica‥・．  

Theearisforthemostpartaboutaspanlong，COmPOSedofseveral，COmmOnly8rows  

OfGrains，OrmOreaCCOrdingtothegoodnessoftheGround；andineachrow，uSual1yabove  

30Grains．Of various colors as Red，White，Yellow，Blew，01ive，Greenish，Black，  

SPeCkedstriped＆co．sometimesinthesamefield，andthesarneEar．ButtheWhiteand  

Yellowarethemostcommon．［．．．］  

TheStalkgrow山totheheightof6．or8．fbet；mOreOrless，aCCOrdingtothecondition  

oftheGround，Orkindofseed・TheVirglniangrowethta11erthanthatofNewEngland・22   

1760年、この記述をほほそのまま借用した「報告」が書かれた。ウイリアム・バーク（William  

Burke）－かのエドモンド・バーク（EdmundBurke）のいとこ～の著書『ヨーロッパ人  

によるアメリカ移住に関する報告』である刀。  

①This  

Southern DartS OfAmerica bY the name of maize・  

consistin  

aboutthi叫  

tasselorthe siLk of＼・ariouscolours＼Vhite blue ▼reenish black s eckled stried＼＼′hich  

如坤e…．③mes也Iks巳rOWSixorei油t  

触糎thickness24，   

一見してわかるように、バークの記述はウインスロツプ・ジュニアの記述に酷似している。  

具体的には、バークからの引用における下線部①から③が、ウインスロツプ・ジュニアか  

ら引用した3つの段落それぞれに相応している。   

ここで本稿は、バークの無断引用を断罪しようとしているわけではない。実際バークは、  

同番の序文において、「アメリカで何が起こったかについて適切な知識を得、今現在のアメ  

リカがどのような状態にあるのかについて知るためには［中略】莫大な量の文献に目を通す  

ことが必要である」Z5と述べ、彼のr報告」が実体験に根ざしたものではなく、別の書物  

に音かれたことに関する報告、いわば、報告の報告であることを暗に認めている。   

むしろ注目すべきは、約100年前にその原型が番かれたウインスロツプのトウモロコシ  

をめぐる記述が、「今現在のアメリカがどのような状態にあるのか」に関する知識として流  

通してしまっている、ということである。このことは、18世紀半ばのトウモロコシ言説が、  
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トウモロコシのトウモロコシらしさを、事物と言葉の照応ではなく、言葉と言葉の照応に  

よって紡ぎ出していたことを示唆する。北大西洋両岸を跨いだトウモロコシをめぐる言説  

空間は、「我らのインディアンコーン」について語るためのコンヴェンションを生成し、こ  

れが静かに踏襲されることで、トウモロコシは以前より増して「我ら」の穀物になってゆ  

く。「我らのインディアンコーン」という聞こえの良いフレーズが再生産されることで、新  

大陸原生の穀物に対するアングロ・アメリカの領有権は自明化し、強化されていったので  

ある。   

あらためて指摘するまでもなく、これまで考察してきた17世紀後半から18世紀半ばま  

での時期における「我ら」とは、地理的にはアメリカ大陸に住みながら政治的にはイギリ  

スに帰属していた「英領北米植民地人（BritishAmerican）」を指す。しかし、18世紀の後  

半に至り、ひとたび本国と植民地の政治的な関係が揺らぎ始めると、「我ら」の意義は更新  

を余儀なくされる。「我ら」＝「英領北米植民地人」という等式からBritishが削ぎ落とさ  

れ、新たに「我ら」＝「アメ1）カ人（American）」という等式が出来するのである。こうし  

た領有する主体の揺らぎが、従来のトウモロコシ言説の編成に何らかの変化をもたらした  

であろうことは、想像に難くない。一旦閉じられたトウモロコシを巡る言説空間の扉は、  

ふたたび開かれるのである。そしてその扉を開くのは、他ならぬベンジャミン・フランク  

リンであった。  

2．トウモロコシ論争とフランクリンの腹話術  

印紙条例が発布されて間もない1765年12月之3日、ロンドンの日刊紙Gαe伽e川〃d〟釧  

∂d砂月dver抽erに、ラテン語で「祖国の擁護者」を意味する筆名、「ウィーンデックス・パ  

トリーアエ」（VindexPatriae）を名乗る人物による投稿記事が掲載された。そのねらいは、  

「代表なくして課税なし」という、植民地人たちが掲げるスローガンの不当性を訴えると  

ころにあった。   

本稿の目的からは大きく外れるため、この論争に関与した3者の主張の政治史的な意義  

に関する評価は避ける。むしろ以下では、この論争に、イギリス本国人からの非難の対象  

として、唐突に「インディアンコーン（IndianCom）」という記号が導入されたという事実  

に注目したい。   

初めに指摘しておかなければならないのは、この論争の中で、アメリカを代弁する機能  

が付与される「インディアンコーン」という記号が、イギリス政府の立場を代弁するパト  

リーアエによって、課税権の有無をめぐる論戦の言説空間に持ち込まれた、という点であ  

る。結果的に、トウモロコシを椰冷しようとした言説は、トウモロコシ＝アメリカという  

一枚岩的な表象の成立に加担してしまう。これは、「ピューリタン」や「クエーカー」など  

といった呼称がもともとは蔑称であったことや、そもそも「アメリカ人」（AJnerican）とい  

う呼び名でさえイギリス人の間で一般化したものだったという事実ヱ6と呼応する。「インデ  
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イアンコーン」は、印紙税法をめぐる議論のさなかで、本国人からの非雉の対象となるこ  

とにより、英領北米植民地人の穀物から「アメリカ人」の穀物へと姿を変えてゆくのであ  

る。   

投書においてパトリーアユは、「彼ら（「アメリカ人」たち）を本当に突き動かしている  

のは、独立するという野望なのだ」と断じた上で、突如としてトウモロコシから作る料理  

の消化の悪さを言い立てる。  

ここ〔イギリス〕にはトウモロコシの質についてよく知っていて、トウモロコシはア  

メリカ人に、口当たりの良い、つまり、たやすく消化できる朝食を決して供Lないと  

断言できる人々がたくさんいる。彼らは、もし奴隷たちが思うままに出来るのであれ  

ば、進んで食べはしないであろうトウモロコシについて、あれこれと自慢するが、そ   

れは断じてアメリカ人が正直であることを示す証拠ではない。〃  

これに対し、当時ロンドンに滞在していたベンジャミン・フランクリンは、「ホームスパン  

（Homespun）」という筆名で、年が明けた1776年1月2日に反論の＝火を切る。  

どうか、ひとりのアメリカ人である私に、先の、問題の件についてまったくもって無   

知である紳士［パトリーアエ］に、次のことを告げさせてください。トウモロコシは   

概して、世界で最も口当たりが良く、健康に良い穀類のひとつなのです。ローストし   

た緑の房など、それは筆舌に尽くし難いほどに美味なのであります。ヱ8  

この件は、トウモロコシはきちんと調理すれば「ヨークシャー・マフィンよりも美味しい」  

と結ばれている。ホームスパンは、ペンネームさながらに、アメリカ産のトウモロコシを  

擁護するのである。彼は、その約2週間後の1月15日付けの同紙においても、アメリカで  

は奴隷にトウモロコシを与えていることを認めつつ、それは消化にも体にも悪いからでは  

なく、むしろ消化にも体にも良いからだ、という反論を展開している。  

確かに私たちは、自らトウモロコシから作った食べ物を食べるだけではなく、奴隷た   

ちにも与えています。しかしそれは、あなたがお考えのように、トウモロコシが「消   

化にも体にも良くない（‘‘indigestible andunwholesome，，）」からではありません。むし  

ろ、トウモロコシを原材料とした食べ物は、奴隷たちの健康を保ち、彼らを強靭かつ   

元気にするから、つまりは、彼らの健康状態を私たちが要求する労働をやり遂げるの   

に適した状態にするからこそ、彼らに与えられているのです。ヱり  

同年1月16日には、この論争に、アメリカ人の側に立つJ．B．なる筆名の投稿子が参戦す  

る。次の引用をみると、彼もパトリーアユが非雉したふたつの点について、ホームスパン  
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とまったく同じ観点から反論していることがわかる。  

「トウモロコシから消化によい朝食が作られることはない」という彼［パトリーアユ］  

の断言は、断じて彼が正直であることの証拠ではない。というのも、よく知られてい  

るように、トウモロコシの実は、適切に挽き、殻を取り、茄でれば、消化に良くて栄  

菱のある食事となるのである。そのために、そうした食事は、貧富の別を問わず、子  

供たちに与えられるのである。また、私が倍ずるところでは、ウィーンデックス・パ  

トリーアユこそ、トウモロコシのおいしさに疑いを挟んだ最初の人物である。もっと  

も、「アメリカ人はトウモロコシの食事を奴隷たちに供する」、と彼が述べるとき、彼  

は自家撞着に陥っている。それが消化に悪く、かつ、消化不良の結果もたらされる疾  

患を招きうるのであれば、どうして主人たちは、奴隷たちの体が壊れてしまうほどま  

でに、奴隷たちに対して無頓着でいられるというのだろうか？30  

ここで、1［patriae］対2［］．B．＋Homespun］の様相を呈したトウモロコシ論争の争点を  

整理しておこう。J．B．とホームスパンは、パトリーアエの議論に抗する、ふたつの論点を  

共有している。それは、トウモロコシは適切に調理を加えれば、決して消化に悪くはない、  

という点と、トウモロコシを奴隷に食べさせるのは、決してその質が悪いからではない、  

という点である。これだけを見るならば、アメリカの側に立つ2人の筆者は、パトリーア  

ユの攻撃を同じように解し、同一の視点から反論していることがわかる。   

ところが、奇妙な不一敦がひとつある。ホームスパンは反論の口火を切った1月2日の  

投稿の冒頭で次のように述べている。  

VINDEXPATRIAE，aWriterinyourpaper，COmfbrtshimsel仁andtheIndiaCompany，With  

thefancy，thattheAmericans，ShouldtheyresoIvetodrinknomoretea，Canbynomeans  

keep that resoIution，theirIndian com not a斤brding”an agreeab】e，Or eaSy digestib】e  

bre止血；t．”コl  

なるほど、「トウモロコシは消化に悪いから茶が必要、だから英国経由でアメリカに輸入さ  

れる茶の不買運動は成立し得ない」という非難は、トウモロコシと、それを好んで食べる  

アメリカ人とを、ひとまとめに椰輸する、よくできた理屈ではある。しかし、問芭は、実  

際にパトリーアユはこうしたことを一切言っていない、という点にある。正確な議論を期  

すために、前年12月23日付パトリーアエの記事から関係する部分をもう一度原文で引用  

し、その論理を整理しておこう㌔  

①The頑andM（面  
Christi、h panicular．areloo convincing DrOOfi．thatthev have no tenderness fbr their  
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mo如rco叫．ト】  

⑤1tisorve smallim ortance toourEast－1ndiaCom an・Whether thec9ntinental  

Americansdrinkteaornot．TheDanesandDutchヽVillsu打brmostb thatres91ution but  

o坤．⑥麺  

aremanvheresowellacquaintedwiththequalitvofIndiancom．astobeabletosaY、  

nevercan fumish the American5＼Vith an a‡reeable or aJleaSV diestable sic breakfbst．  

Theirboastings ofacom．which theirslavesdo not chuse rsiclto eat．iftheYCOuld  

dlemSelves affbrdusnoeyidenceofAmericancandour．  

下線部④でのPaぬeの主張をまとめると、「アメリカは、そもそも、母国すなわち東イン  

ド会社から茶を買っているわけではなく、そのことは母国に対する思いやりが欠けている  

証拠だ」、という声とになる。これをうけて、下線部⑤では、「アメリカ人が茶を飲んでも  

飲まなくても、東インド会社にはなんらの打撃も及ぼさない」、とされる。そのすぐあとに  

続くのが下線部⑥の「インディアンコーンは消化に悪い」という一節である。こうしてみ  

ると、下線部（むから⑥の間に、「消化に悪いから茶が必要、したがってイギリス製品の不買  

運動は成立しない」、という明確な因果関係は一切書き込まれていないことがわかるだろう。  

むしろ、パトリーアユの主張するところでは、アメリカ人はそもそも母国から茶を買って  

いないのであるから、トウモロコシが消化に悪いこととアメリカがイギリスから茶を買わ  

ないこととの間に、一切の利害関係は発生しないのである。   

ホームスパンは、「消化に悪いトウモロコシには茶が必要であるから、英国経由でアメ  

リカに輸入される茶の不買運動は成立し得ない」という、パトリーアユの非難に憤慨し、  

反論している。しかしパトリーアエの投書には、そもそもそうした議論は存在しない。で  

は、なぜこのようなことが起こるのだろうか。考えられるのは、ホームスパンの名を借り  

たフランクリンが、論争相手の見解をいわば創造的に要約し、その論点を捏造したうえで、  

自らの反論を展開している、という見方である。これは、上で見たように、ホームスパン  

とふたつの反論のポイントを共有していたJ．B．が、トウモロコシの消化の悪さと茶の不買  

運動の因果関係には一言も触れていないことによって裏付けられるだろう。フランクリン  

の創造的な要約、あるいは、意図的な誤読は、トウモロコシ料理を食べる時に茶が必要と  

されるのか否か、という問いを生じさせる。当然この間いは、北米植民地が自立してやっ  

ていけるのか、それとも本国の助けを必要とするのか、という問いと、完全に重なり合う。  

こうしたフランクリンの周到な仕掛によって、記号としての「インディアンコーン」は、  

イギリスを代弁する「茶」という記号を伴い、アメリカの隠喩として立ち現れるのだ。フ  

ランクリンは、論争相手の声を借りつつ、いわば腹話術的に、トウモロコシをアメリカ人  

の占有物とすることに成功しているのである。   

パトリー アユは、1月24日付の投稿を、「ホームスパン氏とJ．B．氏は、アメリカに関す  

る論争をトウモロコシの質に関する論争にすりかえようとしている」、と書き始める㌔ト  

ー61－   



ウモロコシ論争は、本国の植民地に対する課税権をめぐる論争をしのぐほどに過熱したの  

だ。そして、こうした批判と反論の応酬が過熱した分だけ、「インディアンコーン」に冠せ  

られる「我ら」から、本国人たちが排除されてゆき、トウモロコシはアメリカ、またはア  

メリカ人を代弁する力を強めていったはずである。   

3．トウモロコシはいかにしてアメリカの敷物になったか  

印紙税法によって重税を課されたアメリカの新聞は、もはや植民地居住者を「英国臣民  

（BritishCitizen）」ではなく、「アメリカ人（American）」と呼んで慣らなくなったといわれ  

る34。印紙税法が植民地人の間に潜んでいたアメリカ人意識を覚醒させ、逆説的にアメリ  

カが独立へといたる契機を提供したと考えるならば、印紙税法をめぐる論争が交わされる  

なかで、フランクリンの手によってアメリカを表象するアイコンへと姿を変えた「インデ  

ィアンコーン」は、そうしたアメリカ人意識のもっとも早い時期の産物であり、アメリカ  

のナショナリズムの原形を生成しかつ強化する記号表現であったともいえるだろう。   

しかし、ここにフランクリンが関わったあらゆる論争において考慮しなければならない  

疑惑がひとつ、残されている。つまり、ポリー・ベイカー（PollyBaker）をめぐる・一連の  

論争35と同様に、この論争もフランクリンのでっち上げであり、論争の口火を切ったパト  

リーアエも、実はフランクリン本人であったのではないか、という凝惑である。   

そもそも、大西洋の両岸には、トウモロコシに対する認識の断絶があった。これを端的  

に表明しているのは1755年にロンドンで出版されたサミュエル・ジョンソンの『英語辞典』  

である。同辞典は「インディアンコーン（Indian corn）」を、「イングランドでは珍品とし  

て栽培されたが、アメリカでは居住者たちの主食であるので、細心の注意を払って殖産さ  

れている」36と定義している。また、上でも触れた、1760年に同じくロンドンで出版され  

たウイリアム■バークの『報告』にいたっては、トウモロコシという穀物自体が「イング  

ランドではさほど広く知られてはいない」ユ7と述べている。パトリーアユは、アメリカで  

は人がトウモロコシを食べるということを前提に議論を切り出すが、そのこと自体がイン  

グランドでは一般的ではない穀物に対するひとつの知識なのである。さらに、論争の過程  

でパトリーアエは、アメリカ人がトウモロコシを奴隷に食べさせていること、トウモロコ  

シは下ごしらえしたらすぐに食べなければならないことなど、きわめて具体的な知識を、  

自ら持ち出している38。イングランドでは「珍品」であり、さほど市民権を得ていない穀  

物に関する知識は、パトリーアユがトウモロコシまたはアメリカに対する強い好奇心の持  

ち主であったことばかりではなく、パトリーアユが実はフランクリン自身であった可能性  

をも、示唆する。   

パトリーアエはトウモロコシに対して完全に無知なのではない。むしろ彼は、トウモロ  

コシについて、その批判を展開できるほどに知悉しており、また、論争相手のホームスパ  

ンにとって望ましい程度に、トウモロコシについて誤解しているのである。そしてその誤  
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解は、論争の過程でホームスパンによって解かれてゆくのである。こうしてみるなら、ト  

ウモロコシをめぐる二人の試論自体が、はじめから作り物であった可能性も十分指摘でき  

るだろう。すると、パトリーアユが、トウモロコシの攻撃を始めるにあたって、「周囲には  

トウモロコシについて知悉しているものがたくさんいる」、と述べていることは、一種の偽  

装にも見えてくる。本当は彼自身がトウモロコシのことを良く知っていたのではないか。  

つまり、パトリーアエはフランクリンだったのではないか。   

しかし、パトリーアユがフランクリン本人であったと仮定しても、疑問は残る。なぜ、  

フランクリンは、自らパトリーアエとして書いた記事に、「消化に悪いから茶が必要、よっ  

てイギリス製品の不買運動は成立し得ない」、という理屈をあえて書き込まなかったのだろ  

うか。これをあらかじめ書き込んでおいたほうが、論争は圧倒的にスムーズに進行したの  

ではないだろうか。だとするとフランクリンは、自ら捏造した論争相手の言い分の中にそ  

の理屈を「仕込む」ことを忘れたのだろうか。さらに彼は、「仕込むのを忘れたこと」自体  

を忘れてしまい、存在しない論点に対して反論を展開しているのだろうか。   

今日、この論争が完全な捏造であったのか否かについて、確定的な判断を下すのはきわ  

めて難しい。しかし、ありもしない論点にアメリカ人の側から「反論」するフランクリン  

の姿が、この論争に一種の虚構性を付与していることだけは、確かである。論争相手のパ  

トリーアユがフランクリン本人であったにせよそうでなかったにせよ、ホームスパンを名  

乗るフランクリンは、「トウモロコシは消化に悪いから茶が必要、よってイギリス製品の不  

買運動は成り立たない」という、よくできた理屈を論争のどこかの段階で掃えていること  

に変わりはない。   

トウモロコシがアメリカあるいはアメリカ人の隠喩として作動し始める枠組を捷供し  

た論争に、フランクリンはある種の虚構性を混入させた。こうして、トウモロコシが、最  

も早い時期のアメリカ人意識を、つまり、アメリカのナショナリズムの原形を嶺き立てる、  

ホークス フランクリン流でっち上げの素材とされたとき、閉じられていたトウモロコシを巡る言説  

空間の扉はふたたび開かれ、トウモロコシ言説の再編成は緒に就くのである。   

おわりに  

独立戦争のさなかの1780年3月5日、当時大使としてフランスに滞在していたフラン  

クリンは、後に合衆国初代大統領に選出されるジョージ・ワシントン（GeorgeWashington）  

に宛てて、次のように書き送った39。  

私はまもなく現場から身を引かなければなりませんが、あなたは生きて我が国（our   

country）の繁栄を目撃するでしょう。観争が終わってしまえば我が国は、驚くべき程  

に、急速に栄えるでしょうから。芽吹いたばかりのトウモロコシ畑（aneldofyoung   

Indian corn）のようなものです。長い晴天と日光によって衰弱し、変色した、弱々し  
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い状態にあって、雷に伴う一陣の風や突風、電、雨によって完全にだめになってしま  

うように見えるけれども、いったん嵐が過ぎ去ってしまえば、トウモロコシの若芽は、   

新たに生気を回復し、倍増した活力で芽吹き、その畑の持ち主だけではなく、それを  

観察する全ての旅行者の眼を楽しませるでしょう。  

フランクリンは、独立戦争の混乱を経た合衆国を、荒天を生き延びるトウモロコシ畑の隠  

喩で語っている。ここでの「筏が国（ourcoun叫）」が、「芽吹いたばかりのトウモロコシ  

畑（aneldofyoung王ndiancorn）」と、交換可能なフレーズであることに多言は要さない0  

入植直後からトウモロコシの領有に対する欲望を剥き出しにしてきたアングロ・アメリカ  

は、政治的独立を経る頃に至ると、ベンジャミン・フランクリンによって、ついにトウモ  

ロコシそのものとして語られる。こうしてフランクリンは、アングロ・アメリカのトウモ  

ロコシに対する領有権の更新を、ひとまず完結させるのである。   

アメリカの隠喩としての「トウモロコシ」は、パトリーアエとホームスパンの論争にお  

いては「茶」と共に現われる。また、フランクリンのワシントン宛書簡において、「トウモ  

ロコシの若芽」は、「芽吹いたばかりのトウモロコシ畑」を荒らす「突風」や「電」などと  

いった荒天と共に現われる。アメリカの隠喩としての「トウモロコシ」は、常にイギリス  

の隠喩とセットで立ち上がるのだ。アメリカが政治的に独立する頃、トウモロコシは、常  

にその対立項を引き合いに出しながら、ついにアメリカを一一枚岩的に表象する機能を備え  

るのである。そのプロデューサーとしてフランクリンが担った役割は記憶されるべきであ  

ろう。移民直後の植民者を栄養面で助けたトウモロコシは、独立に至るまでの間に、アメ  

リカという国家のありかたを表明する記号としての力を獲得するのである。  

注   

1本稿は日本アメリカ文学会第43回全国大会（2005年10月15日）における発表原稿に大幅な加筆・   

修正を加えたものである。当日司会をご担当くださった大井浩二関西学院大学名誉教授からは、有益   

な情報をご提供いただきました。記して謝意を表します。  

2 今日、「トウモロコシ」に相当する語は、アメリカ英語ではcom、イギリス英語ではmaizeあるいはIndian   

飽mである。後に本文で触れるとおり、COmはもともと穀物全般を指したが、アメリカにおいてはhdian   

00mの省略形のcomがトウモロコシを意味するようになった。エロ〃gm釦月めα〝CedA桝e〃で〃〃βね血〝のγ   

げConte〝坪raYyEng］ish（電子辞書［casioXD－H7600］版）は、hdiancomをcornの古用法であるとし、   

今日では様々な色の殻で覆われている穀物（cornwithkemeLsordifrtrentcolors）をさすとしている。オ   

ンライン版肋りでJ叩ロe血βr血〃〃血も同様に、現在のアメリカでhdiancomといえば、とりわけ様々   

な色の穀が混ざり合った、収穫時の装飾用に用いられる種子を指す、としている。   
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